
 

◆都市型軽費老人ホームとは・・・ 

 身体機能の低下等によりひとり暮らしを続けることに不安がある 60 歳以上の方に対し、低額な料金で食事その他の必要なサービスを提

供する小規模(定員 20 名以下)の軽費老人ホーム(老人福祉法第 20 条の６)です。地価が高い都内の実情に配慮して、設備・人員

基準が緩和されています。 

 

◆都市型軽費老人ホームの特徴 

 
 

◆大田区都市型軽費老人ホームの入所を希望される方へ 

１ 入所制度の概要 

 大田区の都市型軽費老人ホームへは、入所を希望されている方の収入や住宅、生活状況等を考慮し、入所の必

要性が高いと認められる方から優先的に入所していただいております。 
 

２ 入所の要件 

  
 

３ 申込方法等(新規開設時は区を経由して申し込む場合もあります。開設 2,3 か月前に区報により申込方法等をお知らせします。) 

 事前に施設へ連絡の上、各施設に直接、申込書を提出してください。申込書は随時、各施設で受け付けています。

満床の場合は、空室ができ次第のご案内となります。 

① 専用個室と低廉な家賃等

•居室は全室個室です。

•月額利用料の本人負担額は、おおよそ12万円程度です（料金の詳細は各施設にお問い合わせください）。

② 食事提供サービス

•一日３食、栄養バランスのとれた食事が提供され、食堂で一緒に召し上がっていただきます。

③ 24時間365日の見守り

•夜間も職員による見回り等があります。

④ 相談員による生活支援サービス

•資格やノウハウを持った生活相談員が常勤しています

⑤ 生活設備や防災機器などの施設基準を充足

•全施設にスプリンクラーの設置があります。

•各居室には緊急対応用のナースコールが備え付けられています。

⑥ その他

•入浴、掃除、洗濯はご自身で行いますが、介護保険によるサービスの利用が可能です。

•(1)60歳以上であって、低所得で概ね1年以上区内に住民票を有する方

•(2)身元保証人を得られる方

•(3)身体機能の低下等により自立した日常生活を営むことについて不安がある方

•(4)財産管理及び日常の金銭管理等ができる方

•(5)感染症がなくかつ、医療について自己管理できる方

•(6)問題行動を伴わない方で共同生活が可能な方

•(7)家族等による援助を受けることが困難である方

•(8)住居の状況等により現在の環境下では、在宅生活の継続が困難な方

以下の要件に該当する方が入所対象者となります



４ 申込受付から入所までの流れ 

 
 

５ 利用料金の目安 

 利用料金は入所者の収入及び施設により異なります。詳細は、各施設にお問い合わせください。 

 

 

６ 施設一覧 

№ 法人・施設名 施設所在地 施設連絡先 定員 開設年月日 

1 
(株)ハート 

ケアハウス・ハート 

144-0044 

本羽田 2-13-19 
6423-6433 20 名 H24.4.1 

2 
(株)ハート 

ケアハウス・ハート糀谷 

144-0034 

西糀谷 4-2-7 
6423-8703 20 名 H25.12.1 

3 
(株)のどか 

のどか池上 

146-0082 

池上 5-4-5 
5700-2683 6 名 H25.12.10 

4 
(株)ソラスト 

ケアハウス大森東 

143-0012 

大森東 5-26-13 
5767-7157 20 名 H26.1.10 

5 
メディカル・ケア・サービス(株) 

愛の家都市型軽費老人ホーム大田矢口 

146-0093 

矢口 3-22-5 
5741-3220 20 名 H28.5.1 

6 
(社福)久盛福祉会 

生寿園 

144-0047 

萩中 2-3-10 
6423-9200 5 名 H28.5.1 

7 
(社福)有隣協会 

はるかぜ 

144-0055 

仲六郷 4-2-12 
6428-6773 17 名 H29.4.1 

8 
(社医)若竹会 

セントラル大森西 

143-0015 

大森西 4-3-5 
6423-0724 20 名 H31.2.1 

9 
(株)健康会 

ケアハウス大田蒲田 

144-0051 

西蒲田 6-5-3 
6424-7347 20 名 R1.6.1 

※施設見学をご希望の場合は、各施設に直接ご連絡ください。 

※開設予定施設への入所は、開設日以降となります。工期等の関係で開設日は遅れる場合があります。 

※開設予定施設の新規入所者募集(申込方法・場所・期間等）については、区報等でお知らせします。 

 

申し込み

•申込場所：各施設（新規開設時は開設2,3か月前に区報により申込方法・場所・期間等をお知らせします）

•提出書類：都市型軽費老人ホーム入所（変更）申込書

第一次評価

•住居の状況や経済状況など必要性の高いかたから入所できるよう申込書を点数化し、点数の高い順に並べる

第二次評価

•第一次評価で点数の高い方から順に施設による入所希望者本人への面接調査等の実施

•入所検討委員会を開催し、申込書の内容及び面接調査等の結果から緊急性や必要性の点数及び入所の可否を決定

入所

•入所希望者及びその家族等の意向を勘案し、第一・第二次評価総合点の高い方から順に入所候補者を決定

•入所候補者に対し結果を通知し、入所に必要な契約書等の書面を交わした上で入所

＜月額＞約12万円～（家賃・食費・光熱水費・サービス提供に要する費用(10,000円)含む）

•サービス提供に要する費用は、前年の対象収入に応じて10,000円～143,600円がかかります。

•個人的に必要な経費（医療費・介護保険サービスの自己負担分、嗜好品等）は自己負担となります。

•施設によっては、入所の際に退去時における原状回復費用及び利用料が滞納された場合の保証金として、一時金がかかる場合があります。

【担当】〒144-8621 大田区蒲田五丁目13番14号（本庁舎3階13番） 

大田区福祉部介護保険課介護サービス担当  TEL：03-5744-1258 


